
オープンイノベーションによる共創体制

クローズドイノベーション体制JAXA固有の研究開発で実施

革新的将来宇宙輸送システムロードマップ（案）
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民間事業者のビジネスモデルとして何段階かの事業化の可能性がある。
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研究開発局宇宙開発利用課

革新的将来宇宙輸送システム実

現に向けたロードマップ検討会

(第10回) R3.6.9

※宇宙輸送事業を民間で進めていくため、民間企業等による協議会発足の動きがある。
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